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This is an interim report of the following-up studies of the preceding work having been
conducted as a time-series studies of the small towns in post-Communist Slovakia by a
research team of the Institute of Social Sciences at Chuo University. This research
focuses on the dynamics of local life under globalization. The cases to be studied are two
small cities in central Slovakia and one middle-sized city in eastern Slovakia, located far
from the highly developed western part.
Main findings are as follows. Firstly, rich-poor differentiation is still going on, and
those who attached themselves to “Upper-middle class” have decreased, while those of
“Lower-middle class” have increased. Generally, working life has been deteriorated,
particularly in wage and job security, under the influence of a recession of global
economy. Secondly, despite of the deterioration of economic life, people’s participation
in cultural life has increased to a significant extent, particularly in the events connected
with global culture. Thirdly, people’s concern in community activities is found mainly in
the field of narrow neighborhood affairs and cultural affairs, but does not extend to the
public affairs such as local development, environmental protection and public order. De-
politicization is clearly visible in inhabitant’s attitudes.
1．は じ め に
中央大学社会科学研究所の研究チームはスロヴァキア科学アカデミー付属社会学研究所との
協力の下に，スロヴァキアの地方小都市を事例として取り上げ，社会主義崩壊後の中欧におけ
る地域社会の変動過程を体制転換期（1990 年～92 年），市場経済浸透期（1996 年～98 年），グ
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ローバル化推進期（2005 年～07 年）の 3 時点で時系列的に追究した．その成果は中央大学社
会科学研究所研究叢書 24『体制転換と地域社会の変容──スロヴァキア地方小都市定点追跡
調査──』（中央大学出版部）として 2010 年に刊行されている．
今回のわれわれの調査研究は基本的に上記の研究の課題と方法を引き継ぎ，その後ますます
グローバリズムに包摂されてきたスロヴァキアの経済社会の中にあって，地方都市にいかなる
社会変動と住民生活の動態が展開したか，そしていかなる草の根の市民活動が地域社会の再組
織化と活性化に関わっているかという点を追究するために，2013 年時点で実施された．
この研究は佐々木正道教授を研究代表者とする中央大学国際共同研究（2013 年度）によっ
て行われた．実際に現地調査に当たった日本側研究メンバーは佐々木のほか石川晃弘と小熊信
であり，スロヴァキア側からはリュビッツァ・ファルチャノヴァー（相手機関側代表者），
リュボミール・ファルチャン，ズデニェク・シチャストニーが参加した．
調査対象地として取り上げたのは上記の刊行物で取り上げた中部スロヴァキア山間の小都
市，人口約 1 万のバンスカー・シチアヴニッツァ（Banská Štiavnica, 以下 B. シチアヴニッ
ツァ）と人口約 2 万のブレズノ（Brezno）のほかに，東部スロヴァキアの中心都市のひとつ
である人口約 9万のプレショウ（Prešov）である．
現地調査では 2つの調査方法を採用した．
ひとつは各都市共通の標準化された質問票による住民アンケートで，目標サンプル数は B.
シチアヴニッツァとブレズノで各 300，プレショウで 500 とし，有効回答サンプル数は B. シ
チアヴニッツァで 303，ブレズノで 316，プレショウで 509 であった（抽出法と回収法の詳細
は上記刊行物 5 - 6 頁を参照）．
もうひとつはキイパーソンに対する個別面接聴取法で，行政当局者，企業経営者，市民団体
リーダーから情報を収集した．面接調査は，行政・開発担当（佐々木とファルチャン），労
働・生活担当（石川とシチャストニー），文化・市民活動（小熊とファルチャノヴァー）の 3
つの班に分かれて行った．聴取に際しては小型レコーダーを用い，そこから文書を起こしてデ
ータ化した．
なお，この中間報告書で取り上げるのは，主として住民アンケート調査からえられた統計デ
ータである．
2．調査対象地域の社会経済動向
⑴ スロヴァキアの社会経済変動と地域格差
社会主義崩壊後のスロヴァキアにおける社会経済変動の特徴を 5年単位で要約すると，ほぼ
次のようになる．
ⅰ 1990 年代前半（体制転換期）：加工産業が発達していたチェコと比べて，スロヴァキア
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では素材産業と軍事産業が産業構造の中で大きな比重を占め，それだけに社会主義崩壊後の西
側先進国との市場競争と国内の産業再編で大きな困難を抱え，雇用情勢も顕著に悪化した．地
域別の失業率をみると，チェコの最高失業率の地域よりもスロヴァキアの最低失業率の方が高
い状態が続いた．1993 年にチェコとスロヴァキアが分離してそれぞれ独立主権国家となった
後は，チェコスロヴァキア時代に経済的にかなりチェコに依存していたスロヴァキアは，財政
的にも困難な状況に直面した．
ⅱ 1990 年代後半（市場経済浸透期）：上記の危機的状況がかなり残存していたものの，民
営化された旧国営企業のリストラと組織再編，新規民間中小企業の広がりの中で市場経済が浸
透してきた．しかし失業率は高水準で推移し，国民の所得水準も停滞したままであったため，
国内市場は必ずしも活性化せず，残存企業あるいは新規企業は主として西欧企業の下請け・賃
加工で活路を見出した．
ⅲ 2000 年代前半（グローバル化推進期）：90 年代末より政府は産業振興のために，法人
税・固定資産税・個人所得税等を定律にするなどして，外国企業の直接投資を促し，その結
果，西部地方を中心に外資系企業の工場立地が顕著に進み，それが雇用開発の効果を上げた．
さらに 2004 年の EU加盟等により，スロヴァキアの経済と労働市場はヨーロッパ大に展開し
たが，主な産業活動は外資系企業に大きく依存し，国内企業の多くは西欧諸国の企業の下請・
賃加工で生産活動を維持していた．労働力の西欧への超国境移動も活発化した．こうしてスロ
ヴァキアの経済社会は EU規模，さらには世界規模の経済社会の動きに直接連動することに
なったが，国民経済はほぼ良好な上昇軌道をたどり，国民社会は安定化してきた．
ⅳ 2000 年代後半～現在（グローバリズム展開期）：上記の傾向は 2008 年まで続き，スロ
ヴァキア経済社会は体制転換後で最も良好な時期を経た．しかしその後のリーマンショックと
欧州経済危機により，グローバル化したスロヴァキア経済社会は困難な時期を迎え，それまで
は低水準で推移していた失業率が再上昇し，国家財政は逼迫して社会保障政策や教育政策に影
を落とすようになった．
われわれの調査研究対象とする時期は，上記のⅳにあたる．この時期はスロヴァキア国内に
おける地域格差がさらに顕著になった時期でもある．
首都ブラチスラヴァとその近郊はオーストリアとの国境に位置し，ウィーンからは自動車で
1時間くらいの距離にあり，社会主義崩壊後の西欧からの影響下で経済的・社会的・文化的変
化が最も早く現われた地域である．ここでは体制転換後の復興と経済発展，雇用の増加が急速
に進行し，住民の所得水準が高まり，物価も上昇した．この都市を含む西部スロヴァキアでは
外資系企業の産業立地が進み，市内では都市再開発や情報産業の新展開がみられ，産業構造の
転換と経済発展が顕著に現われて雇用を拡大した．これに対して，中部および東部の地域では
新体制への適応が遅れて経済発展も雇用開発も停滞し，ブラチスラヴァが位置する西部スロ
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ヴァキアとの格差が顕著となった．
この傾向は脱社会主義過程で現われただけでなく，グローバル化が進行する現在にあっても
ますます顕著にみてとれる．2010 年を挟んだ数年間にスロヴァキア経済もリーマンショック
と欧州経済危機の影響を蒙って悪化し，スロヴァキア全国平均の登録失業者率は 2006 年 12 月
現在で 9.40％だったのが，2013 年 7 月には 13.99％に増大している．しかしブラチスラヴァ
県だけをみると 2006 年にはわずか 2.29％，2013 年には増加して 6.21％になったが，それで
も全国平均の半分以下にとどまっている．これに対して中部スロヴァキアのバンスカー・ビス
トリッツァ県での登録失業者率は 2006 年にすでに 16.12％，2013 年には 19.03％，東部スロ
ヴァキアのプレショウ県では 2006 年に 13.68％，2013 年には 19.62％と，われわれの調査時
点の 2013 年では 20％近い水準に達し，ブラチスラヴァ県と比較すると約 3倍もの高さになっ
ている（表-1 参照）．
表-1 地域別にみた登録失業率
地 域 2006 年 12 月 2013 年 7 月
ブラチスラヴァ県 2.29 6.21
トルナヴァ県 5.22 9.52
トレンチン県 5.19 10.90
ニトラ県 9.09 13.83
ジリナ県 7.03 12.60
B. ビストリッツァ県
うち：B. シチアヴニッツァ郡
ブレズノ郡
16.12
15.43
13.30
19.03
19.08
16.65
プレショウ県
うち：プレショウ郡
13.68
12.93
19.62
18.15
コシッツェ県 15.18 18.06
スロヴァキア全国平均 9.40 13.99
出所：スロヴァキア共和国労働厚生家族事務所「月別失業統計」．
⑵ 調査対象地域の雇用・人口動態
われわれの調査対象地域の B. シチアヴニッツァ，ブレズノ，プレショウはそれぞれ首都ブ
ラチスラヴァからは遠隔の地にある．そのうち B. シチアヴニッツァとブレズノはバンスカ
ー・ビストリッツァ県，プレショウはプレショウ県に属する．これらの都市とその周辺町村を
含む郡レベルで 2013 年 7 月時点の登録失業率をみると，前掲表に示されている通り，B. シチ
アヴニッツァ郡が 19.08％，ブレズノ郡が 16.65％，プレショウ郡が 18.15％である．
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調査対象地の 3都市はそれぞれ，社会主義崩壊後，大きな産業変動を経た．その諸相を都市
別に描くと次のようになる．
B. シチアヴニッツァ
社会主義時代の B. シチアヴニッツァにおける主要産業は鉱業と縫製業で，鉱業は男性の，
縫製業は女性の，主な就労の場であった．社会主義崩壊後は鉱業が廃れ，縫製業は民営化過程
で少数の小企業に分かれ，地域全体の就労の場は顕著に縮小されて失業者が増えた．一方で少
なからぬ数の民営小零細企業が小売・サービス部門で生まれたが，地域の雇用を支えるには程
遠く，短期で消え去るものも多かった．発展しているのは新生の建設業と観光関連業である．
このような中で地域の人口はほぼ同水準を保ってきた．この町は 18 世紀にはヨーロッパ有
数の鉱業都市として栄え，それに因んだ史跡や街並みが歴史・文化遺産として現在に残ってお
り，今では町全体がユネスコの世界遺産に登録されている．それだけに住民の地域的アイデン
ティティは強く，われわれの住民アンケート調査によれば，表-2 にみるように，回答者の
67.2％が町への誇りを表明している（誇りを持たないという回答はわずか 9％）．また町を取
り巻く自然環境の美観は人びとを引き付け，歴史・文化遺産とともにこの町の観光資源となっ
ている．近年では各種コンサート，祭などのイベントが市民のイニシアティブで活発に催され
ている．これらが観光客をこの町に引き付けるだけでなく，新移住者をも招き入れている．
こうした事情から，この町の人口の絶対数は社会主義崩壊直後から現在までほとんど変化し
ていない．その数は 1991 年に 10,446 人，その 10 年後の 2001 年には 10,847 人，2007 年には
10,402 人，2011 年には 10,387 人と，過去 20 年間にほぼ 10,500 人前後の水準で推移してい
る．また，われわれの住民アンケート調査では，回答者の約 8割がこの町での永住を希望して
おり，それを希望しない者は 5％にすぎない（表-2 参照）．
表-2 永住意思と地域への誇り（2013 年調査)
永住意思 地域への誇り
ある 不明 ない ある 不明 ない
B. シチアヴニッツァ 78.6 16.5 4.9 67.2 23.8 9.0
ブレズノ 49.0 32.0 19.0 59.8 22.8 17.4
プレショウ 75.6 16.9 7.5 68.6 19.8 11.6
ブレズノ
社会主義時代におけるブレズノの雇用を主に支えていたのは，機械産業と鉄鋼業と林業で
あった．このうち鉄鋼業は民営化後も健在でこの町の雇用を支えているが，機械産業は著しく
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衰退し，わずかに他地域の企業の下請けで生き延びる小企業がみとめられるくらいである．林
業には 2006 年当時 500 人を超える就業者がいたが，2013 年 9 月現在，100 人程度に減ってい
る．この間に 3つの大型スーパーが進出し，地元の小売業は停滞している．
このような事情を背景に，ブレズノの人口は 2000 年代に入り，グローバル経済下で顕著な
減少傾向を辿ってきた．1991 年に 22,475 人，2001 年に 22,875 人だった人口は，2007 年には
21,997 人に減じ，2013 年には 21,173 人に落ち込んで，ここ十余年の間に 1割近くも減少して
いる．われわれの住民アンケート調査によれば，終生この町に住み続けたいという回答は
49.0％にとどまり，B. シチアヴニッツァの 78.6％やプレショウの 75.6％に比べるとかなり少
なく，また地域に誇りを抱く者は約 6 割いるとしても，その比率は B. シチアヴニッツァやプ
レショウに比べると小さい（表-2 参照）．
プレショウ
プレショウは市制 700 年以上の歴史を持つ都市で，人びとの地域的アイデンティティが強く，
われわれの住民アンケート調査によれば，町に誇りを持っている者は B. シチアヴニッツァと
同様に多く，68.6％を占め，誇りはないという回答はわずか 11.6％であり，この町への永住
意思を持つ者はさきにふれたように 75.6％を占めている（永住意思なしはわずか 7.5％）．
社会主義時代にはこの地に機械産業や繊維産業の大規模な国営企業が打ち立てられ，また郊
外には大規模な団地が建設されて，周辺地域から大量の人口が流入した．1960 年には 35,197
人だった人口は 1970 年には 51,917 人，1980 年には 68,529 人，そして社会主義崩壊の年の
1989 年には 89,087 人になり，その後も旧体制崩壊後の雇用情勢の悪化にかかわらず 9万人程
度の水準を維持して現在に至っている．人口規模でいえば，プレショウは首都ブラチスラ
ヴァ，スロヴァキア東南部の産業・文化の集積地コシッツェに次いで，スロヴァキアで第 3の
地位にある．
体制転換後，国営から民営に移った企業はリストラ，組織再編，企業分割などで新しい市場
経済への適応を図ったが，2010 年頃までにはすべて姿を消した．また，地域間インフラの未
整備のために外資系工場の立地も進まなかった．西側からの請負による賃加工で伸び出した企
業も現れ，2000 年代前半にはそこでの雇用が拡大されたが，その後賃金コストがより低廉な
バルカン諸国や旧ソ連地域へ生産拠点が移されつつある．しかし一方，すでに 1990 年代やそ
の後に創業された企業の中には，グローバル化の波に乗って西側企業と組んで技術革新や新製
品開発を進め，世界市場で成功裏に事業展開をしながら雇用を増やしている事例も少なからず
現れている．大型店の進出もあって小売・サービス業の展開も進み，これも雇用増に寄与して
いる．
ちなみにプレショウにおける 2006 年の人口は 91,650 人，2012 年の人口は 91.352 人と，こ
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の間には経済危機がこの地を襲ったにもかかわらず，人口規模はほぼ同じ水準で推移してい
る．他方，後背地の小規模町村では，社会主義の計画経済管理システムの後ろ盾を失ってから
地域経済の衰退と就労機会の縮小が顕著となり，その趨勢はグローバル経済下でさらに増幅さ
れた．これらの地域は失業多発地域となっていて，高齢化と人口減が進んでいる．
3．調査結果の概観
⑴ 分析の焦点とサンプルの構成
以下，2010 年前後の経済危機を挟む 2006 年と 2013 年に実施した住民アンケート調査の結
果を観察しながら，調査対象 3 都市における生活と意識の動態を分析していく．焦点は 2006
年データと 2013 年データの比較による変動分析と，2013 年調査データに基づく現状分析に置
かれる．
はじめに，分析対象とするサンプルの構成の特徴を，性別，年齢階級別，学歴水準別，就業
内容別にみておく（表-3）．
サンプルの男女比率は 3都市とも 2006 年と 2013 年とでほぼ共通しており，都市間において
もほぼ同じである．
年齢階級別には，2013 年における構成は 3 都市間で大きな差がみられないが，2006 年と
2013 年を比べると B. シチアヴニッツァとブレズノで 30～44 歳層が若干大きくなり，プレ
ショウでは 45～59 歳層が多少小さくなっているが，2013 年時点だけでみると 3都市の間には
顕著な差はみられない．
したがって，設問に対する回答分布に地域差があっても，それは性別や年齢差に媒介された
ものではないといえる．
学歴水準別に関しては，たとえば 2013 年調査では大卒と高等専門学校卒を合わせた高学歴
層の比率が B. シチアヴニッツァとプレショウでは 25％であるのに対してブレズノでは 17％と
いうように差があり，また 2006 年と 2013 年とを比較すると，B. シチアヴニッツァでは大卒
が 16.2％から 23.1％へと増えているのに対して，ブレズノでは 26.0％から 16.5％へと減って
おり，プレショウでは 25.4％から 24.0％へと，ほぼ同じ水準を保っている．この間，B. シチ
アヴニッツァでは文化都市としての整備や郊外のセカンドハウス等の増加などによって高学歴
層の流入があり，他方ブレズノでは他地域での就労を求める高学歴層の流出が進み，プレショ
ウではその社会構造の中に高学歴層が一定の比率で定着している，といった事情が，その背景
にあろう．また，B. シチアヴニッツァとプレショウでは義務教育修了層と中等教育未了層が
増え，他方，中等教育修了層が減ったことから，住民における学歴水準の上下への分化がこの
間に進んだとみられる．
就業別にみると，2013 年時点では 3 都市はほぼ同様な比率の構成を示しているが，2006 年
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との比較でみると，3 都市に共通して失業者の増加，ブレズノにおける学生の減少，プレショ
ウにおける雇用者の減少と企業家の微増がみとめられる．
表-3 サンプル構成
B. シチアヴニッツァ ブレズノ プレショウ
2006 2013 2006 2013 2006 2013
男性 49.3 48.2 50.0 47.5 48.4 46.2
女性 50.7 51.8 50.0 52.5 51.6 53.8
30 歳未満 24.5 23.1 25.3 22.8 22.4 24.2
30～44 歳 24.5 29.7 22.4 31.3 25.0 25.9
45～59 歳 27.5 25.7 28.6 24.4 35.9 28.9
60 歳以上 23.5 21.5 22.7 21.5 19.7 21.0
義務教育未了 0 1.0 1.7 0.6 0.6 0.4
義務教育修了 8.9 13.5 11.3 13.9 5.9 11.4
中等教育未了 19.5 26.7 10.3 25.0 14.2 26.1
中等教育修了 45.4 33.0 42.7 43.0 46.7 36.7
高等専門学校修了 8.9 2.6 7.3 0.9 5.7 1.4
大学修了 16.2 23.1 26.0 16.5 25.4 24.0
企業主 12.9 12.2 10.3 12.3 10.1 14.5
雇用者 38.4 41.9 46.0 44.6 48.0 41.7
年金生活者 25.5 21.5 23.7 21.5 22.8 19.1
主婦 2.3 2.3 0.3 4.1 2.1 2.8
失業者 9.9 15.2 4.3 7.9 6.3 13.9
学生 9.6 6.6 15.3 9.5 9.1 7.7
その他・無回答 1.3 0.3 - - - 0.4
⑵ 貧富格差と中間下層の肥大化
体制転換と市場経済化が始まった 1990 年初期に社会経済構造の中に起こった最も顕著な現
象は，貧富の格差の増大であった．この傾向はその後もしばらく引き継がれている．表-4 に
みるように，1997 年時点で問うた地域住民アンケートによれば，B. シチアヴニッツァとブレ
ズノではそれぞれ 85.5％と 92.7％が体制転換後の格差拡大をみとめている．しかしその後の
スロヴァキア経済の成長を背景として，2006 年時点で 2000 年以降の傾向を訊ねた結果では，
拡大を指摘する比率はそれぞれ 75.8％と 69.0％へと低下しており，この間に格差傾向は緩和
したかにみえたが，2008 年以降の国際規模の経済危機の影響を受けてスロヴァキア経済が落
ち込む中で，過去 10 年の傾向を問うた 2013 年時点での調査結果は，2006 年調査と比べると，
これら 2都市でもプレショウでも格差拡大を指摘する回答比率の増加を示している．
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表-4 地域社会の貧富格差
B. シチアヴニッツァ ブレズノ プレショウ
1997 2006 2013 1997 2006 2013 1997 2006 2013
拡大した 85.5 75.8 77.2 92.7 69.0 82.3 - 81.0 83.1
変わらない 9.4 22.6 18.5 2.3 26.0 15.8 - 16.5 12.3
縮小した 3.6 1.6 4.3 3.6 5.0 1.9 - 2.5 4.6
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 - 100.0 100.0
注：1997 調査は「1989 年以降」，2006 年調査は「2000 年以降」，2013 年調査は「過去 10 年」の変化
を問うている．合計の 100.0 の中には「不明」「無回答」が含まれている．
それに対応するかのように，2006 年と 2013 年における回答者自身の階層帰属意識の分布を
表-5 からみると，上層はいずれの地域でももともと皆無またはそれに近いが，中間上層およ
び中間層の減少と，中間下層の増加とがみてとれる．これは住民の両極分化というよりも，む
しろ，住民全体の階層下降の傾向を示している．ちなみに中間下層と下層を合わせた比率を
2006 年と 2013 年とで比較すると，B. シチアヴニッツァでは 31.1％から 41,6％へ，ブレズノ
では 26.0％から 38.2％へ，プレショウでは 20.7 から 37.7％へと増加しており，2013 年には
各都市とも住民の約 4割がこれに属し，地域住民の全般的な下層化傾向がみてとれる．
表-5 住民の自己評価による階層帰属
B. シチアヴニッツァ ブレズノ プレショウ
2006 2013 2006 2013 2006 2013
上層 1.0 0 0 0 0 0
中間上層 7.3 2.6 15.3 3.2 8.5 5.7
中間層 60.3 55.8 56.7 58.5 67.7 56.6
中間下層 25.8 31.4 22.3 35.4 16.9 32.0
下層 5.3 10.2 3.7 2.8 3.8 5.7
無回答 0.3 - 2.0 - 3.1 -
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
中間下層＋下層 31.1 41.6 26.0 38.2 20.7 37.7
⑶ 労働生活の劣化
地域生活の動態を評価するために，まず回答者自身の生活と労働に関する自己評価を 2013
年時点でみると（表-6），いずれの調査対象地域でも，「よくなった」という回答は 2割弱であ
るのに対して，「悪くなった」は 4割台に上っている．
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表-6 生活と労働の動向の一般的評価（2013 年調査)
B. シチアヴニッツァ ブレズノ プレショウ
よくなった 19.1 16.8 17.1
変わらない 38.6 36.4 33.0
悪くなった 42.3 46.8 49.9
合計 100.0 100.0 100.0
では，地域生活の中で特にどの側面が悪化したのか．調査対象の 3都市における生活の諸側
面の水準を，住民の眼からとらえてみる．
地域生活に関わる 12 の項目をあげて，住民回答者に 5 点尺度で測ってもらい，その平均点
を出すと表-7 のようになる．2013 年調査で評価点が高かったのは 3 都市に共通して「自然環
境」であり，「教育」と「ガス水道等インフラ」も中間点の 3.00 を上回る数値を示している．
これらに対して 3 都市に共通して評価点が特に低いのは「雇用・労働」と「道路」であり，
とりわけ「雇用・労働」の水準は 2006 年時点ですでに低かったが，2013 年ではそれがもっと
低下している．「医療・保健」も評価点が低い．
以上の項目以外について都市別に 2013 年時点での特徴をみると，B. シチアヴニッツァでは
とくに「文化」，そして「治安」「高齢者ケア」「青少年ケア」は比較的高いが，「交通アクセ
ス」と「市内交通」が低い．ブレズノでは逆に「交通アクセス」と「市内交通」は高く「高齢
者ケア」も比較的高いが，その他の点では中間点 3.00 を下回る．プレショウでも「市内交通」
「交通アクセス」が高く「治安」も高いが，「高齢者ケア」が低い．
上でみたように，3 つの調査対象都市に共通して「雇用・労働」が多くの住民から問題視さ
れているが，地域の労働生活の中で特にどの側面が悪化しているかを表-8 からみてみると，
次の点が浮びあがる．
まず問題なのは〈収入の高さ〉である．これは 2006 年調査では中間点の 3.00 を上回る肯定
的な評価を得ていた．ところが 2013 年調査では 3.00 を下回り，この間にかなりの悪化が進ん
だとみられる．
〈雇用の保障〉に関してはさきに 2006 年と 2013 年との間の失業率の増加にふれたが，表-8
からみるとすでに 2006 年時点で中間点 3.00 を下回っていて悪化傾向がみられ，2013 年には
それがさらに拡大していることがみてとれる．
〈労働時間の長さ〉についても，〈雇用の保障〉ほどではないがやはり悪化が進んだとみられ
る．
調査対象の 3都市に共通して地域生活の問題点は，なによりもまず雇用・労働生活の劣化に
あるとみてよい．
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⑷ 社会関係の動態
次に地域社会内における社会関係諸相の動態をみてみる．
表-9 は血縁関係，近隣関係，企業関係，政治団体関係の 4 つの領域を取り上げて，各領域
の社会関係の状況を住民の評価によって 5尺度法で示したものである．
評価点を 2006 年と 2013 年の比較でみると，全般的に顕著な変動はみられないものの，人口
9万のプレショウではどの領域でも多少の低下がみられ，この間に社会関係における疎遠化が
各領域で多少進んだかにみえるが，人口規模が小さい B. シチアヴニッツァとブレズノでは政
治団体関係は悪化したものの，血縁関係は一定水準を保っており，近隣関係と企業間関係は
B. シチアヴニッツァでは良好になっており，ブレズノではほぼ同水準にある．
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表-7 地域生活の評価（5点尺度で「よい」を 5点，「悪い」を 1点として計算した平均点)
B. シチアヴニッツァ ブレズノ プレショウ
2006 2013 差 2006 2013 差 2006 2013 差
医療・保健 2.92 2.27 -0.65 2.53 2.66 0.13 2.87 2.94 0.07
教 育 3.37 3.35 -0.02 3.31 3.40 0.09 3.32 3.38 0.06
雇用・労働 1.58 1.52 -0.06 1.79 1.64 -0.15 2.02 1.86 -0.16
文 化 2.95 3.80 0.85 2.86 2.88 0.02 2.97 3.06 0.09
自然環境 3.26 4.53 1.27 3.16 4.13 0.97 2.97 3.50 0.53
交通アクセス - 2.48 - - 3.23 - - 3.41 -
市内交通 - 2.86 - - 3.39 - - 3.59 -
治 安 2.80 3.26 0.46 2.89 2.96 0.07 2.88 3.15 0.27
青少年ケア 3.00 3.28 0.28 2.67 2.89 0.22 2.80 3.00 0.20
高齢者ケア 3.21 3.40 0.19 3.21 3.11 -0.10 2.87 2.82 -0.05
ガス水道等インフラ 2.59 3.23 0.64 2.78 3.69 0.91 3.12 3.60 0.48
道 路 - 1.47 - - 1.50 - - 1.71 -
表-8 労働生活の動態
(5 点尺度で「とても良くなった」を 5点，「とても悪くなった」を 1点とした平均点)
B. シチアヴニッツァ ブレズノ プレショウ
2006 2013 差 2006 2013 差 2006 2013 差
収入の高さ 3.31 2.80 -0.51 3.49 2.83 -0.66 3.48 2.75 -0.73
労働時間の長さ 2.91 2.80 -0.11 2.93 2.73 -0.20 2.99 2.78 -0.21
雇用の保障 2.72 2.43 -0.29 2.82 2.24 -0.58 2.77 2.34 -0.43
⑸ 文化参加の広がり
さきの表-7 によれば，地域生活の中の「文化」の面を 2006 年時点と 2013 年時点で比較す
ると，多かれ少なかれ向上している．特に B. シチアヴニッツァでそれが顕著であり（この町
では近年文化行事が活発に催されている），2013 年には中間点の 3.00 を有意に上回る 38.0 を
記録している．東部スロヴァキアの文化中心都市プレショウでも 3.00 を上回っている．ブレ
ズノは 2.88 にとどまっているが，2006 年よりはわずかながら増えている．一般的にいって，
雇用・労働生活の低下と対照的に，文化生活は多かれ少なかれ豊かになってきたとみられる．
この点をさらに文化行事への参加という面から探ってみる．
表-10 は各種文化行事に参加する頻度を，過去 1年の間に「たびたび行った」「時々行った」
「滅多に行かなかった」「一度も行かなかった」という 4 つの選択肢のうち，「一度も行かな
かった」という回答の比率からみてみる．
ここに掲げた文化行事のうち「一度も行かなかった」が 2013 年時点で最も多いのは〈クラ
シック・コンサート〉だが，それでも約 4 割の人びとがなんらかの頻度でこれに行っており，
しかもその割合は 2006 年に比べると 2割ほど増えている．
行ったことがある者が特に増えたのは〈ポップ・コンサート〉である．2006 年時点ではど
の都市でもそれが 20～25％だったが，2013 年時点では 60～66％になっており，これが多くの
住民に享受されるようになったことが窺われる．
民俗舞踊・民謡祭に行った者も増えている．これにはすでに 2006 年時点で 60～70％がなん
らかの頻度で参加している．とくにそれが顕著なのは地元にフォークロール・アンサンブルを
持つブレズノで，2013 年には 80％強がこれになんらかの頻度で行っている．
観劇に関しては，複数の劇場を持つプレショウでは 2006 年時点でも 2013 年時点でも約 7割
の住民がなんらかの頻度で通っており，B. シチアヴニッツァやブレズノでも 2013 年時点では
5割強が観劇している．
ダンス・パーテイへの参加者も増えており，2013 年時点ではどの調査対象地でもこれにな
んらかの頻度で行ったことがあるという住民は 60％台にのぼる．
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表-9 地域における社会関係の諸相
(5 点尺度で「良い」を 5点，「悪い」を 1点とした平均点)
B. シチアヴニッツァ ブレズノ プレショウ
2006 2013 差 2006 2013 差 2006 2013 差
血縁関係 3.89 3.87 -0.02 3.90 3.93 +0.03 3.97 3.57 -0.40
近隣関係 3.48 3.76 +0.28 3.54 3.62 +0.08 3.57 3.44 -0.13
企業関係 2.94 3.20 +0.26 3.04 3.01 -0.03 2.98 2.87 -0.11
政治団体関係 3.38 3.07 -0.31 3.18 2.95 -0.23 3.10 3.03 -0.07
逆に「一度も行かなかった」者が多いのが〈絵画等展覧会〉である．しかも 2013 年におけ
るその比率は 2006 年よりも増えている．それでも 2013 年時点でこれに何らかの頻度で行った
ことがあるという住民はおよそ 50～60％にのぼる．
表-10 文化行事への参加（4点法の回答選択肢で「過去 1年間に 1度も行かなかった」の％)
B. シチアヴニッツァ ブレズノ プレショウ
2006 2013 2006 2013 2006 2013
観 劇 59.9 48.5 44.3 45.3 30.2 32.8
クラシック・コンサート 81.1 60.7 79.0 60.1 75.4 58.3
ポップ・コンサート 74.2 33.7 74.7 35.8 79.9 39.1
民俗舞踊・民謡祭 47.0 36.0 31.0 18.7 42.5 35.2
ダンス・パーテイ 46.3 38.6 35.7 32.6 36.4 35.6
絵画等展覧会 27.2 38.0 30.7 51.3 31.1 43.6
各都市とも，格差拡大や階層構造の下降変動，雇用情勢や労働条件の悪化にもかかわらず，
以上の数値からみるかぎり，文化生活への関心と参加は活発になってきているとみられる．
⑹ 市民活動への関心
最後に，地域の諸活動への参加状況を，回答者の関心の高さからみてみる．
表-11 は，質問に対する回答選択肢として「とても関心がある」「少し関心がある」「関心が
ない」の 3つを設け，「とても関心がある」に 1点，「少し関心がある」に 2点，「関心がない」
に 3 点を与えて回答分布の平均値を求めたものである．したがって理論的には 1.00 が全員
「とても関心がある」，3.00 が全員「関心がない」の値となる．
この表中の数値をみると，3 都市に共通して 2006 年時点で最も関心が高かったのは〈社会・
文化活動〉と〈居住地区改善活動〉であり，これらは 2013 年時点でも同様である．他方，最
も関心が低かったのは 2006 年も 2013 年も〈政治活動〉であった．
これらの項目のほかについては，中間点の 2.00 あたり，あるいはそれよりも数値が低い
（関心度が高い）のは〈慈善活動〉であるが，〈地域振興活動〉〈公共秩序維持活動〉〈環境保全
活動〉は 2006 年時点でも 2013 年時点でも 2.00 を上回る数値であって，地域の公共的課題へ
の取り組みについては関心の低さが窺われる．
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表-11 地域活動への関心（3点尺度による測定)
B. シチアヴニッツァ ブレズノ プレショウ
2006 2013 差 2006 2013 差 2006 2013 差
地域振興活動 2.06 2.01 +0.05 2.03 2.10 -0.07 2.04 2.03 +0.01
社会・文化活動 1.87 1.78 +0.09 1.65 1.84 -0.19 1.79 1.83 -0.04
スポーツ活動 2.08 2.18 -0.10 1.92 2.01 -0.09 1.92 1.96 -0.04
政治活動 2.65 2.73 -0.08 2.52 2.67 -0.15 2.62 2.56 +0.06
公共秩序維持活動 2.14 2.15 -0.01 2.12 2.06 +0.06 2.10 2.16 -0.06
慈善活動 2.03 1.99 +0.04 1.90 1.95 -0.05 1.92 2.08 -0.16
環境保全活動 2.21 2.09 +0.12 2.15 2.20 -0.05 2.04 2.06 -0.02
居住地区改善活動 1.89 1.49 +0.40 1.86 1.60 +0.26 1.81 1.68 +0.13
表-12 地域活動への関心（2013 年時点における比率)
B. シチアヴニッツァ ブレズノ プレショウ
関心強 関心無 差 関心強 関心無 差 関心強 関心無 差
地域振興活動 18.8 19.5 -0.7 13.6 23.4 -9.8 21.6 25.0 -3.4
社会・文化活動 32.3 10.6 +21.7 29.7 13.9 +15.8 33.4 16.1 +17.3
スポーツ活動 20.1 38.3 -18.2 30.1 31.0 -0.9 33.0 30.5 +2.5
政治活動 2.6 75.6 -73.0 4.7 71.5 -66.8 6.9 63.1 -56.8
公共秩序維持活動 11.2 26.7 -15.5 18.7 25.0 -6.3 17.5 33.2 -15.7
慈善活動 20.1 19.5 +0.6 25.0 20.3 +4.7 19.8 28.1 -8.3
環境保全活動 17.8 26.7 -8.9 15.5 35.1 -19.6 22.2 27.7 -5.5
居住地区改善活動 57.8 6.9 +50.9 48.7 8.9 +39.8 45.4 13.4 +32.0
では「とても関心がある」という，積極的参加者あるいはその予備軍はどのくらいいるのか．
2013 年時点におけるその比率をみると（表-12 参照），最も多いのは〈居住地区改善活動〉
で，各都市で 5 割弱ないし 6 割弱を占める．それに次いで多いのは〈社会・文化活動〉（約 3
割）と〈スポーツ〉（約 2～3割）である．つまり住民の関心が高いのは，自分の狭い居住地に
関わる活動と，文化・スポーツというレクリエーション色の濃い活動である．ついでその比率
が高いのは〈慈善活動〉で，各都市で約 2割を占める．
他方，地域の経済・社会・環境の改善や保全に関わる〈地域振興活動〉〈公共秩序維持活動〉
〈環境保全活動〉に「とても関心がある」という回答は，プレショウでは 2 割前後あるが，B.
シチアヴニッツァでは〈公共秩序維持活動〉が，ブレズノでは〈地域振興活動〉が，それぞれ
1割強しかいない．
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〈政治活動〉への関心はどの都市でも低い．「とても関心がある」という回答が最も少ないの
は〈政治活動〉である．これは B. シチアヴニッツァではわずか 2.6％，ブレズノでは 4,7％，
プレショウでは 6.9％で，いずれも 1割に満たない．
他方，無関心層の比率をみると，〈政治活動〉が最も多く，B. シチアヴニッツァでは
75.6％，ブレズノでは 71.5％にのぼり，プレショウでも 63.1％を占める．3 都市に共通して
「とても関心がある」の比率が「関心がない」のそれを大きく上回っているのは〈居住地区改
善活動〉，次いで〈社会・文化活動〉である．
4．総 括
スロヴァキア西部の首都圏とその周辺は，グローバル化の波をもろに受けて，経済的にも社
会的にも文化的にも，顕著な発展を続けている．これに対してわれわれの事例調査で取り上げ
た地域は，首都圏から遠く離れた，スロヴァキア中部の山間にある小都市 B. シチアヴニッ
ツァとブレズノ，スロヴァキア東部にある伝統的な経済的・文化的中核都市プレショウであ
る．これらの地域には社会主義時代に大規模な鉱業あるいは工業の国営企業が立地していて地
域の雇用を支えていたが，体制転換後に民営化した企業は新しい市場環境に適応できず，リス
トラ，組織分割と小規模化，あるいは消滅し，地域に大量の失業をもたらした．その後 10 年
ほど経た 2000 年前後からは首都圏とスロヴァキア西部の地域には外国からの直接投資が活発
化し，新生企業の発展も進んだが，スロヴァキア中部および東部にはその波はあまり届かず，
西部と中部・東部との経済格差，所得格差，雇用格差が大きく開いたままで今日に及んでい
る．しかも 2008 年ごろからはリーマンショックや欧州経済危機の煽りを受けて，経済生活と
雇用状況は全国的に悪化した．
こういう環境変化に対応して地域振興の試みが各地で取り組まれてきてはいる．B. シチア
ヴニッツァでは市民団体と自治体とで観光開発への取り組みが進められ，各種文化行事も頻繁
に催されるようになった．ブレズノでは以前から郊外に立地している鉄鋼業が民営化後も健在
で地域の雇用を一定程度支えているが，機械関連の製造業は衰退し，観光業は周辺村落で多少
の展開がみられるものの市内では停滞しており，伝統的な林業も不振である．プレショウでは
かつての製造業部門の国営企業がすべて姿を消したが，それに代わって地元資本や西欧資本に
よる新企業が伸びている．ここは長い歴史を持つ文化都市であり，周囲に多くの観光資源を有
しているが，市内の観光関連業は停滞している．
こうした環境条件のもとで住民生活はどのような変動を経ているか．本稿では，この点を住
民自身の認知と態度を通して把握してみるため，主として 2006 年調査と 2013 年調査から得ら
れたデータの比較観察と分析を行った．その結果を要約すると以下のようになる．
第 1に，3 つの都市に共通して，地域社会内部での貧富の格差拡大は以前ほどではないにせ
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よ，いまなお進行している．また，地域社会の階層構造を住民自身の階層帰属意識からみる
と，全般的に中間部分よりも下層部分が増えている．
第 2に，地域生活の中で最も深刻な問題があるのは，雇用と労働である．労働生活は全般的
に悪化が意識されているが，特に問題なのは雇用保障と収入の高さである．この点も 3つの都
市に共通している．
第 3に，これに対して向上しているのは文化に関わる生活である．一般にスロヴァキア各地
では民俗舞踊や民謡などのフォークロール文化の催しが活発に行われてきたが，近年ではクラ
シック音楽，とりわけポップ・ミュージックの催しが市民団体のイニシアティブで頻繁に開か
れるようになり，海外からの音楽グループもこれに招かれ，文化イベントのグローバル化が進
んできている．とくにそれが顕著なのは B. シチアヴニッツァであるが，プレショウでもそれ
が常態化している．
第 4に，地域生活，とくに労働生活の低下にもかかわらず，地域内の社会関係には一般的に
言って顕著な変化はみられないが，プレショウでは全般的に地域社会関係が多少薄くなってき
ているように見受けられるのに対して，B. シチアヴニッツァでは近隣関係や企業間関係がむ
しろ良くなっている．なお政治集団関係はますます悪化の傾向にある．
第 5に，住民は自分の居住区の改善活動にはかなり関心を持ち，社会・文化活動にも関心を
持つ者が多い反面，地域振興や公共秩序や環境保全などの活動への関心は必ずしも高くない．
政治活動に関心を持つ者は調査対象のどの地域でもかなり少ない．市民活動の傾向としては，
社会・文化関連活動の活性化，その一方における没政治化傾向が，ますます進行しているかに
みえる．
われわれが調査対象とした 3つの地方都市は，首都圏のようにグローバル化の波に乗って発
展していくだけの地理的条件に恵まれていない．したがって，その経済・社会・文化の発展を
図るには，グローバル化の影響を受けつつもローカルな資源の活性化を追求せざるをえない．
社会主義時代に発展した地域の製造業は，体制転換後のグローバル化の中で衰退し，あるいは
西欧先進企業の下請賃加工業に繰り込まれ，独自の開発力と販売網を持ちえないでいる．それ
に代替すべき地域振興と雇用開発への取り組みは，3 都市ともまだ模索の中にある．その中で
B. シチアヴニッツァでは，歴史的・文化的蓄積の豊かさと自然資源の美観とを資源とした観
光開発への取り組みが市民有志と行政との提携で図られている．住民の地域への誇りも高い．
これに対してブレズノは周囲を森で囲まれ，林業や観光に関連した発展の可能性を豊富に秘め
ているが，地域振興への取り組みは行政セクターでも市民社会セクターでも特記すべきものは
みられず，人口は漸減し，住民の地域への誇りや定住意思は他の 2 都市に比べて低い．プレ
ショウはスロヴァキアを代表する古都のひとつではあるが，社会的・文化的諸活動への住民の
関心度は他の 2都市と比べて概して低調である．
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以上は住民アンケート調査結果にあらわれた諸傾向である．しかし個々の事例に当たってみ
ると，現実にはこれらの都市において市民の間で，経済・社会・文化の諸領域における地域生
活の活性化に向けた取り組みが見出せるのも事実である．そのような市民社会セクターにおけ
る個別的諸活動は，本稿で行ったアンケート方式の住民意識調査による大量観察ではなかなか
捕捉しがたい．われわれは住民アンケート調査と同時に，地域における市民社会の活動主体に
対する面接聴取調査も同時に行っている．そこから得られる情報が本稿の知見を補完すること
になろう．
参 考 文 献
石川晃弘，リュボミール・ファルチャン，川崎嘉元（共編），2010，『体制転換と地域社会の変化─スロ
ヴァキア地方小都市定点追跡調査─』（中央大学社会科学研究所研究叢書 24），中央大学出版部．
Edwards, Michael, 2004, Civil Society, Cambridge: Polity Press（堀内一史訳『「市民社会」とは何か』麗
澤大学出版会，2008 年）．
Outrata, R. a kol, 2006, Globalizácia a slovenská ekonomika, Bratislava: Ústav slovenskej a svetvej
ekonomiky Slovenskej akadémie vied.
2013 103グローバル下におけるスロヴァキア地方都市の社会変動と住民生活（石川)
